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　核医学的腫瘍診断の有用性は極めて大きく，67Ga

をはじめ多くの発表がみられる。特に67Gaの腫瘍親和

性に関してはその長所，短所が広く検討され臨床的評
価はほぼ定まったと云える。　67Gaを中心とした成績か

らみてもより優れた腫瘍親和性放射性医薬品の開発が

焦眉の急である。

　最近1111n－Bユeo町cin（m　In－BIM）の優れた腫瘍親和

性について特に臨床面での報告がなされている。私た

ちは，これまで行なった67　Ga，血lnCl3についての研

究（Radlolo邸，100：2，357－36Z　Augu8t，1971，　Sc1θnce

Report　Tohoku　Univ－C，19：4，146－153，　Deq　197Zその

他）を基にし，1111n－BIMの腫瘍親和性を主として基

礎的面より比較検討したので報告する。

1　方　法
1．1111n－BIMの血中からの消失率を測定2．　VX－2癌を

家兎大腿筋内に移植し移植後24日で67Ga－citratq
111エn－BIMを各100μci静脈内に投与。投与後2及び3

日における組織内分布を比較検討。対象とした組織は

腫瘍，腫瘍壊死部，血液，大腿筋，肝，脾，大腿骨，骨髄，

肺，小腸及び尿である。3．VX－2家兎を2群に分け

1111n－B叫1111nCユ3，各100μciを投与し組織内分布を検

討。4．Scintigra曲yによる検討。

皿　成績と考按
1．1111n－BエMの血中からの消失率は正常家兎において

T％；14．5時間であった。（67　Ga及び1111ng㌧は12時間）

2．6　7Ga，1111n－BIM同時投与の成績：腫瘍対組織比で

みると，　111　ln－BIMは対血液，筋比とも投与2日後の方

が3日後より大であり，対肝，肺，腎腫瘍壊死部比は同

程度であった。67Gaの腫瘍対組織比はほとんどすべて

の組織について投与3日後の方が2日後より大であっ
た。又，投与2，3日後とも腫瘍対組織比は67Gaの方）：

1111n－BLMより大であった。3．1111n－BIMのみをVX－2担

癌家兎（移植後14日）に投与し，投与2日後における成

績を1111nC13についての成績（移植後13日及び24日）

と比較した。腫瘍対各組織比は1111nC13の場合投与後3

日の方が2日より大であり1111n－BエMは投与後2日で同

程度，3日後の値は1111nCl3の方が1111n－BエMより大で

あった。4．臨床例において1111n－BIMt（より良好なSci－

ntigramが得られた。5．炎症巣への集積についての検

討も報告する。

　悪性腫瘍患者34名を対象に叱a－citrateと1111n－

bjecrr！ytr’in　vaよるscintiguaplyを行い・両者の比較検討を

試みた。

対象：34例の内訳は肺癌18例・胸膜腫瘍1例・胃癌

3例・食道癌1例・膵癌1例・肝癌1例，悪性リンパ

腫4例，甲状腺癌2例，頸部未分化癌（原発巣不明）

2例，大腿部腫瘍1例である。
検査方法：1111n－ble　ornyOin　2　m　C　i静注・48時間並びに

72時間後にscintiαmEraでscinti祠yを行い・67　G　a－

cit輪については2mC　iを静注し・72時間後にsc．inti－

gramを得た。

結果：e「Ga－citla㎏による腫瘍描出陽性率は26例中19

例の73％で・1111n－b】e（rn，ycin　vaよる陽性率は34例中23

例の68％とあまり差異は左かったが・1111n－ble　aTryc．in

の集積陽性例は全例研Ga－ciぬ缶においても集積が認

められ，集積の度合を個々の症例について比較しても

ほとんどの症例において67　Ga－citrateの集積が勝って

いた。

例外的に111　ln－　ble（灯脚inにより強く集積を認めたもの

は原発巣不明の頸部未分化癌と炎症を伴った肺癌例の

3例のみであった。

悪性リンパ腫の頭頚部，鼠渓部の病巣については3例
で111　Irトble｛rnpeinの集積を得たが，67Ga－citrateに比し

てその集積は弱く，67Ga－citrateで明瞭に描画された

肺野・肝の病巣部では1111n－ble叩mの集積を認めな

かった。

部位的に見ると1111n－blecmycinは胸椎・腰椎・骨盤等

の骨髄への分布が34例中26例と多く，心の描出が34
例中11例に認められ，o「Ga－cit頃eに比し，縦隔の病

巣診断は困難であった。67Ga－citmeは腸管内に排泄

される為．腹部病巣の検出は困難であるが・111　ln－

He㎝胆㎞においても腰椎’骨盤（3例／20例）腎（3例

／20例）等の描出を見，腹部病巣の検出はさほど期待

し得えないと思われる。

結論：①67　Ga－　citrateが111　lr｝一　ble（rrrycinよりやや勝れ

た腫瘍親和性を示した．

②1111n－ble㎝ycinは67Ga－citrateより炎症巣への

集積が大と考えられた。

③縦隔病巣の検出には67Ga－citrateが有用であった、
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